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印刷 脚佐々木印刷工業 

	

市 の 人 口 
	

男 25, 707人 
	

世 帯 数 	14,533 

	

53,161人 
	

女 27, 454人 
	

（昭和56年 3 月1日現在）住民基本台帳から 

県内公立高校の入試合格者発表が3 月18日午前 9時、 

各高校で一斉に行われました。 

今春の入試は、全日制67校、17, 220人の定員に対し 

19,200人（競争率1.19倍）が挑戦、定時制は、 880人

に対し 140人が受験しました。 

午前9時、名簿か張り出されると、わっと受験生が  

集まり、真剣なまなざしで掲示板を追い、「あった、あ

った」、「合格だ」の歓声が上がりました。そして、女

生徒同士手を取りあって跳びはねる場面も 

こうした喜びのなかで、志ならず無念さをかみしめ

る受験生もいて、悲喜こもごもの場面を繰り広げてい 

ました。 	（写真一 3 月18日、「中三」 デパート前で） 



轟
移
動
巡

回
相
談
所
 

四
月
は
次
の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

ご
利
用
ド
さ
い
。
 

ロ
と
 
き
 
四
月
八
日
（
水
）
、四
月
二
十
二
日
（
水
）
 

午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
 

 

ロ
と
こ
ろ
 

  

市
民
文
化
会
館
別
館
（
旧
中
央
公
民
館
）
 

県
交
通
事
故
相
談
所
 

市
・
市
民
相
談
室
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寺 田氏再選 
行政で福祉向上に全力夢舞気 

	~ 

	、 

I r鷲t- 鴬jI 	 讐素 
， 室」の受講生を讐些していまよ。 
罵 	ふるってこ応募トさい。 

1 ロ対象者 市内に住んでいる方で、初心者を歓迎 

I ロ教室の種別 生花、作法、料理、裁断、茶道、 

I 
冒 口申込み期間 4 月 1日から 4 月15日まで 

罵 口申込み先 市内鎌谷町117-7 、市中央公民館 

， ロ申込み方法 はがきに希望する教室名、時間、 

1 	申込者氏名（団体の場合は、代表者名も）、住所、 

冒 	電話番号を明記し、押印して下さい。 

も ロお問合わせ 市中央公民f ( 警 O5Jet-. -i.'雫ごrn 

\、 

重
点

目
標
と

し
て
は

市
発
展

の
基
本

構
想
に

も
と
づ

い
て
道

路
交
通
 

選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
有
権
者
数
 
三
五
、
六
七
九

▽
投
票
者
数
 
三
〇
、
六
八
四

▽
投
票

率
 
八
六
・
〇
〇
％

▽
有
 

効
 
二
一〇
、
三
一
五
 

当
選
 

一
五
、
六
〇
〇
 
寺
田
秋
夫

（無
現
）
 

一
四
、
 一
六
九
 
森
田
稔
夫
（
無
新
）
 

五
四
六
 
堀
 
幸
光

（
共
新
）
 

V 
無 

子
供
も
ス
ポ
ー
ッ
、
文
化
を
楽

し
め
る
よ
う
な
施
設
等
を
建
設

し
た
い
。
 

こ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
国

や
県
を
は
じ
め
周
辺
町
村
に
も

協
力
を
求
め
ま
す
。
市
民
の
声

を
行
政
に
反
映
さ
せ
、
理
解
と

協
力
を
求
め
、
市
民
福
祉
の
向

上
に
全
力
を
尽
し
ま
す
。
 

効
 
一
一
一
七

二
一
 

【
 

r 

任
期
満
了
に
伴
う
五
所
川
原
市
長
選
挙
は
三
 

再
選
さ
れ
た
寺
田
氏
は
、
 
「
こ
れ
ま
で
の
一
 

月
十
五
日
投
票
が
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
 
期
四

年
間
を
謙
虚
に
反
省
し
、
初
心
に
返
っ
 

果
、
無
所
属
で
現
職
の
寺
田
秋
夫
氏
（
六
三
）
 
て
市

政
の
運
営
に
当
た
り
た
い
」
と
市
政
担
 

が
次
点
の
森
田
氏
を
千
四
百
三
十

一
票
の
差
 
当

の
抱
負
を
要
旨
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
 

で
下
し
再
選
さ
れ
ま
し
た
。
 

す
。
 

難
難
溺
圏
灘
璽
畿
園
 

人
間
性
豊
かな
活
力
ある
町
づ
く
り
 

市
民
と
の
意
思
の
疎
通
を
進
 
親
し

み
、

経
済
的
に
豊
か
な
生
 
体

系
の
整
備
と
調
和
の
と
れ
た

め
て
豊
か
な
住
み
よ

い
ま
ち
を
  

活
が
お
く
れ
る
よ
う
、
快
適
な
 

産
業
の
振
興
、
そ
れ
に
豊
か
な
 

つ
く
り
ま
す
。
市
民
が
自
然
に
  

生
活
環
境
を
整
え
た
い
。
 

人
間
形
成
の
た
め
、
お
と
な
も
 



当
選
証
書
を
交
付
 

市
長
に

再
選
さ
れ

た
寺
田
秋

夫
氏
に
対

す
る
当

選
証
書

の
交

付
が
、

三
月
十
七

日
午
前
十
時

か
ら
市
長
室
公
で

行
わ
れ
、
橘

市
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
か

ら
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
 

当
選
証
書
を

手
に
し

た
寺

田

氏
は
、
「
半
数
近
い
批

判
票
を

謙

虚
に
受

け
止
め
、

積
極
的
に
市

民
と
の
対
話

行
政
を
進
め
て

行

き
た
い
。

選
挙
で

示
し
た
公
約

の
実
現
は
も
ち

ろ
ん
、

当
面
す

る
課
題
を

ー
つ
ー
つ
解
決
し

て

市
民
の
信
託
に

応
え
た
い

：
こ

と
、
選
挙

の
苦
労
話
を

織
り
交

ぜ
な
が
ら
喜
び

の
抱
負
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。
 

公約実現に決意新た 

、
 
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
 

大
町
通
り
で

管
き
ょ

工
事
 

事
故
防
止
等
に
ご
協
力
を
 

市
で

は
、
大
町
ァ
ー
ケ
ー
ド
 

に
は
ご
不
便
を

か
け
ま
す
が
、
 

新
設

工
事
と
併
行
し

て
下
水
道
 
下
水

道
工
事
を
ご

理
解

の
う
え
 

の
管
き
ょ

工
事
を

国
鉄
駅
前
か
 

事
故
防
止
等
に

協
力
を

お
願
い
 

ら
丸
大
薬
局
間
（

延
長
約
四
百
 

し
ま
す
。
 

五
十

1
1廿
地
図

の
斜
線
部
分

）
 

で
実
施
し
ま
す
。
 

工
事
期
間
は
、

四
月
十
日

（
 

金
）
か
ら
七
月
三
十
一
日
（
金
）
 

ま
で
で

す
。
 

こ
の
間
、
商
店

及
び
歩
行
者
 

労働保険料の申告・納付を 

労働保険の昭和56年度概算保険料と昭和55年度

確定保険料の申告・納付をしていただく時期にな

りました。 

すでに事業主のみなさんには、申告書の用紙を

送っておりますが、この申告書に保険料を添えて

法定期限である 5 月15日までに最寄りの銀行か郵

便局へお納め下さい。 

なお、都合で保険料の納付が遅れるようなとき

は、納付書を切り離し申告書の二枚目だけを青森

県商工労働部雇用保険課へ提出して下さい 

市長 I 

ロ 工事期間 4 月10日～7月引日 

ロ『力ノノノノノノノノ月 工事区間 

一
 

 
」
 

忘
れ
た
ら
大
変
ノ

・
 

国
民
年
金

の
保
険
料

は
、
も
う
納
め

ま
し
た
か
。

納
め

忘
れ
が

な
い
か
、

も
う
一
度
お
調

べ
下
さ

い
。
五
十
五
年

度
分
は
、
四
月
中
に

納
め
て
下
さ
い
。
 

も
し
期
限
ま
で

に
納
め
ま
せ
ん

と
、
年
金
を

受
け
ら
れ

な
く
な
る
事
も

あ
り

ま
す
。
 

そ
ん
な
時
、

あ
わ

て
て
保
険
料
を

納
め
て

も
間
に
合

い

ま
せ
ん
の
で
、
保
険
料

は
必
ず

期
限

ま
で

に
納
め
て
下

さ
 

0) 「対‘話 
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子供 特に新人も（園

飲づ酉、罵メ,運：『aプ遥 

F車1 

ゆっくり走ろ 血
 

青 森 県 

（第 3 種郵便物認可） 
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昭和56年 

春の全国交通安全運動 

目 	的 

この運動は、広く県民に交通安全思想を普及徹底し、 

正しい交通ルールとマナーの実践を習慣づけることによ

り、交通事故防止の徹底を図る。 

期 間 

4 月 6 日（月）から 4 月巧日（豹までの10日間 

ロ耕転機等賃料 

 

ロ農業日雇賃金 

  

機
械
別
 

作 	 業 	 別 
5
6
年
度
 
標
準
額
 
4
,
6
0
0

円
 

4
,
3
0
0

円
 

3
,
8
0
0

円
 

3
,
4
0
0

円
 

1
1
,
0
0
0

円
 

8
 

に
。
 
0
 
0
 

円
  

,
 
 

8
,
0
0
0

円
 

5
,
6
0
0

円
 

1
6
,
0
0
0

円
 

耕
転
機
に
準
ず
る
 

4
,
5
0
0

円
 

田
畑
別
 
水
 

田
 

畑
 

ンぐこ 
56年度 

標準額 

男・女 
圭冊 

田 	打 	砕 	き 10 a 当り 

田 	 植 1日当り賄なし 3,600円 m
 
転
 
母
 

畑 	打 	砕 	き 中 

稲 ク 3.600円 田 	荒 	し 	ろ 	か 	き 10 a 当り（ 2回） 

脱 	毅 	調 	整 ク 3,600円 田 	植 	し 	ろ 	か 	き ク 	ク 

りんご勇定（持技者を除く） ク 5, 100円 1灰 

耕起 か ら し ろ か き l0a当り 

り 	ん 	ご 	授 	粉 3.300円 
イ 	ン 	ダ 	― 糸持lOa当り 

り 	ん 	ご 	摘 	果 ク 3,600円 草 	刈 	機 1日当り 

り 	ん 	ご 	袋 	掛 
1日当り能力 

3, 000枚 
3,600円 

ノ、 	ー 	べ 	ス 	タ 	ー 人付10 a 当り 

コ 	ン 	バ 	イ 	ン . 

ト 	ラ 	ク 	タ 	ー 
り 	ん 	ご 	収 	穫 1日当り賄なし 3.300円 

田 	植 	機 人付lOa当り 
薬 	剤 	散 布 作 	業 ク 3,300円 

オ ペ レ ー タ 一 賃金 1日当り 6,300円 般 	農 	作 	業 ク 3.300円 

遊
ば
せ
な
い
。
遊
ん
で

い
た
ら

注
意
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
列
車
に
石
な
ど
を
投
げ
さ

せ
な
い
。
 

ロ
踏
切
で
は
、
必
ず

一
時
停

止
し
、
左
右
の
安
全
を
確
か
め

て
か
ら
通
行
す
る
。
 

踏
切
で
エ
ン
ス
ト
や
脱
輪
な

ど
で
車
が
動
け
な
く
な
っ
た
と

き
は
、
す
ぐ
に
次
の
処
置
を
し

て
列
車
を
止
め
て
下
さ
い
。
 

ロ
非
常
ボ
タ
ン
の
あ
る
踏
切
 

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
子
供

た
ち
が
線
路
で
遊
ん
だ
り
、
線

路
の
通
行
や
踏
切
事
故
の
多
発

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
 

ド
ラ
イ
バ

ー
の
皆
さ
ん
、
家

庭
の
お
母
さ
ん
た
ち
皆
ん
な
で

注
意
し
、
次
の
こ
と
を
守
っ
て

鉄
道
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
線
路
を
歩
か
な
い
、
歩
か

せ
な
い
。
 

ロ
子
供
た
ち
を
線
路
付
近
で
 

で
は
、
真
ん
中
の
赤

い
色
の
ボ

タ
ン
を
押
し
て
下
さ
い
。
 

ロ
列
車
に
向
か
っ
て
布
切
れ

や
電
灯
な
ど
を
振
っ
て
走
っ
て

行
く
こ
と
。
 

ロ
列
車
を
止
め
る
手
配
を
し

て
か
ら
駅
へ
知
ら
せ
る
こ
と
。
 

駅
構
内
の
通
行
は
危
険
で
す
。
 

正
し
い
通
路
を
通
る
子
供
た
ち

が
ま
ね
を
し
ま
す
。
 

（
国鉄
五
所
川
原
駅
）
 

鉄
道
の
事
故
防
止
に
ご
協
力
を
 

一
 

田
植
え

は

三
、
六
〇
〇
円
 

農
業
日
雇
賃
金
等
の
標
準
額
決
ま
る
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※講削iの都合で内容が変更になる場合があります。 

ロ長期婦人電気講座日程ロ 

実施月 実 施 項 目 具 	体 	的 	内 	容 

4 月 開 	講 	式 
＠式典＠営業所のあらまし＠映画上映 「配電線を

守る」＠所内見学 

5 月 電 気 知 識 ＠やさしい電気の知識⑨電気料金のしくみ 

6 月 実 技 ‘ 実 習 

⑨安全器のヒューズの取替えの仕方＠アイロンフp 
ラグのコードの端末処理0映画 「やさしい家庭電

気教室」 

7 月 料 理 一 実 習 
⑨お菓子の作り方、オーブン・レンジその他器具

使用 

8 月 
電気器具の故障の 
見分け方と修理 

＠メーカーによる電気器具の故障の見分け方と修

理の仕方0ビデオ録画の実際 

9 月 施
 
設
 
学
 

Aム見
ゆ電

 

j
気
 

旅
  

＠発電から家庭まで⑥当社発電所の見学（十和田 

PS予定） 

10月 施
実
 
設

技
 
見

・
 
学

実
 
会

習
 

＠五所川原変電所・制御所見学＠テーブルタップ

製作 

11月 住 い の 配 線 
＠これからの住いの正しい配線（設備と配線の仕

方） 

12月 閉 	講 	式 ＠式典＠座談会（修了後の活動にっいて） 

,
 

春
の
青

少
年
健
全

育
成
運
動
 

長
期
婦

人
電
気
講

座
 

ー

ふ
る
っ

て
ご

参
加
を
ー
 

お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、

お

う
ち

の
方
、

今
一

度
、

子
供
の

健
ゃ
か

な
成
長
の
た

め
に
、

家

庭
生
活
を

み
な
お
し

ま
し
ょ

う
。
 

公
共
心
を
育
て
る
た

め
に

親
か

ら
始
め
ま
し
ょ

う
。
決

め
ら
れ

た
時
間
が

守
れ

な
い
と

い
う
こ
と
は
、

社
会

生
活

に
欠

か
せ
な
い
約
束
ご

と
を
守
れ
な

い
こ
と
マ
通
じ
ま
す

o
 

時
間
や
約
束
ご

と
を
し
っ
か

り
と
守
っ

て
、
親
が
手
本
に

な

る
よ
う
に
し

ま
し
ょ

う
。
 

家
族
で

話
し
合
い

を
 

家
庭
の
ル

ー
ル

は
、
親
の
お

し

つ
け
に
な
り
が

ち
で
す
。
 

食
事
、

入
浴
、

就
寝
、

テ
レ

ビ
番
組

な
ど

の
時
間
は
、

家
族

お
互
い
に
話
し
合
っ

て
、
そ
の

う
え
で

決
め
て
は
い
か
が

で
し

ょ
う
か
。
 

家
庭
は
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
の
場

家
庭
は
、

最
も
身
近
な

社
会

で
す
。
家
庭
の
ル
ー
ル
が
守
れ
 
 

に

つ
け
ら
れ

ま
す
。

家
庭
を
社

会
教
育
の

教
室

と
考
え
ま
し
ょ
 

」フ
。
 

読
書
好
き

の
子
に
 

物
事
を

深
く
考

え
な
い

の
は

マ
ン
ガ
や
テ
レ
ビ

の
影
響
と
い

わ
れ
、
そ
れ
を

改
め
る
の
が

読

書
で

す
。

単
に
知
識
が

増
え
る
 

だ
け
で

な
く
、
読
書

か
ら
受
け

た
感
銘
は
、

人
間
を

思
慮
深
く

さ
せ
想
像
力
を

高
め
、
精
神
の

集
中
力
を

高
め
ま
す
。

良
い
本

を
読
む

習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ

う
。
 

ふ
ん
い

気
づ

く
り
を
 

テ
レ
ビ

や

マ
ン
ガ
本
か

ら
離
 
 

の
ふ
ん
い

気
づ

く
り
が

な
い
か

ら
で
し
ょ
う
。
 
一
方
が
読
書
し

て
い
る
の
に
、
 
一
方
が
テ
レ
ビ

で
は
そ
の
気
に

な
り
ま
せ
ん
。
 

家
庭
み
ん

な
が
読
書

の
時
間

を

つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
 

面
白
く
な
い

の
は
必
要
が

な

い
か
ら
 

本
に

す
ぐ
あ
き
る

の
は
、
そ

の
本
が

子
供

に
適
し

て
い
な

い

か
ら
で
す
。
 
「そ
の
本
が

面
白

く
な
い

の
は
、

君
に
と
っ

て
必

要
で
な
い
か

ら
だ
」
 と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

子
供
が
今
興

味
を
持
っ

て
い
る
こ
と
に
関
係

の
あ
る
本
を

探
し
ま
し
ょ

う
。
 

働
く
よ
ろ

こ
び
を
 

強
制
よ

り
も
家
族
ぐ
る
み
で
。
 

金
や
物
で

つ
っ
て
お
手
伝
い

を
さ
せ
る
の
は
感
心
で

き
ま
せ

ん
。
休
み
の
日
に

は
、
家
族
ぐ

る
み
で
掃
除
や
家
の
周
り

の
清

掃
な
ど
を
し
、
働
く
楽
し

さ
、
 

さ
わ
や
か

さ
を
味
わ
わ
せ
ま
し

よ
・つ
。
 

シ
ラ
ケ
人
間
に
し

な
い
 

美
し

い
も
の
に
ふ
れ
さ
せ
る
。
 

マ
ス
コ
ミ
時
代
の
子
供
は
、
 

テ
レ
ビ
や
雑
誌
か

ら
絶
え
ず

刺

激
の
強
い
情
報
を

受
け
て
い

ま

す
。

そ
の
た
め
に
、

少
し
位
で

は
感
動
し

な
い

人
間
に
な
っ

て

い
ま
す
。

休
み

の
日
に

は
、
で

き
る
だ

け
自
然
に

ふ
れ
さ
せ
た

り
、
郷
土
館
や
博
物
館
な
ど

に

足
を

運
ば

せ
る
な
ど
し
て
、

美

し

い
も
の
、
神
秘

な
も

の
、
偉

大
な
も

の
を
直

接
体
験
さ

せ
ま

し
ょ
・フ
。
 

ス
ポ

ー
ツ
を
す
る
よ
ろ
こ
び

激
し

く
体
を

動
か
す
ス
ポ

ー
 

ツ
に
も
よ
ろ
こ
び
が
あ
り
ま
す
。
 

お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
も
健
康

の
た
め

ス
ポ
ー
ツ
を

し
ま
し
よ

う
。
 
「
健
康
に
ま
さ

る
富
は

な

い
」
 
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
 

家
族
み
ん

な
で
健
康
な
体
を

つ
く
り
ま
し
ょ

う
。
 

青
少
年
健
全

育
成

推
進
員
連

絡
協
議
会
 

少
年
補
導
セ
ン

タ
ー
 

子
供
た
ち

の
た
め

の
電
話
相

談
は
、
（
廿
⑩
二
九

四
一
番

）
を
 

ご
利
用
一
 さ
い
。
 

ロ
期
 

間
 
四
月
か
ら
＋

一
一

月
ま
で
、

毎
月
一
回

（
い
ず
れ

も
午
前
十

時
か

ら
正
午
ま
で

）
 

ロ
実
施

場
所
 

市
内
田
町
一

ニ
ニ
ー
一
、

東
北
電
力
五
所

川

原
営
業

所
 

ロ
受
講

料
 
無
料
、

た
だ
し
 
 

実
習
材
料
費
は
、
実
費
負
担
 

ロ
申
込
み

期
限
 

四
月
十
五

日

（
水
）
ま
で
 

ロ
申
込

み
先
 
市
内
田
町

一

二
ニ
ー
一
、

東
北
電
力
五
所

川

原
営
業

所
、
営
業
課
サ

ー
ビ

ス

係
（
廿

⑩

二

一
五
一
番
）
 

て
こ
そ
、
社
会

の
ル
ー
ル
も
身
 
れ

な
い

の
は
、
家
庭
内
に

読
書
 

見
守
ろ
う
 
わ
が
子
 

ひ
と
の
子
 
み

ん
な
の
子
 



―般分譲住宅購入者を募 
ノ／ 

自
由
設
計
で
登
場
）
 

婦人週間シンボルマーク 

lzミププこ松島 

悪戸部落入り口近くに建設していた「コミュニ 

ティセンター松島」がこのほど完成、これまで元 

松島支所で行っていた連絡業務等は 4 月 1日から 

同センターで行います。 

ロセンター所在地 

市内金山字竹崎48-10 

ロ電話番号 ⑩2942 番 

1 日から連 

希
望
者
は
ご
連
絡
を
 

河
川
敷
の
雑
木
伐

採
 

岩
木
川
河
川
敷
内
に
は
、
ま
だ
相
当
数
の
雑
木
が
繁
茂

し
て
お
り
、
洪
水
の
際
流
水
の
さ
ま
た
げ
に
な
っ
て
い
ま
 

ー
。
こ
の
た
め
、
官
有
地
内
の
河
川
敷
は
昭
和
九
十
年
か

ら
伐
採
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
民
有
地
内
に
あ
る
も
の

も
土
地
所
有
者
の
希
望
が
あ
れ
ば
、
今
後
年
次
計
画
を
た

て
逐
次
伐
採
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

流
域
全
線
の
所
有
者
の
把
握
は
困
難
で
す
の
で
、
伐
採

の
希
望
が
あ
れ
ば
当
所
あ
て
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

ロ
連
絡
先
 

青
森
工
事
事
務
所
五
所
川
原
出
張
所
（
傘
⑩
ニ
ヒ
‘
 

八
番
 

と き 4 月 9 日（村 10:30-15:30 

ところ 弘前市民会館ホール 

内 容 圏記念講演 「私の生き方」歌手 淡谷のり子 

圏シンボジウム 

テーマ あらゆる分野への男女の共同参加 

―家庭で職場で地域社会で一 

司会 東北女子短期大学教授 高橋みちよ 

	

講師 弘前大学教授 	 石崎宜雄 

	

石場商店店主 	 石場キミ 

弘前大学医学部専門 2 年 佐藤ルリ子 

鮮識繁豊学園弘前調理師 下田敦子 

司会 東北女子短期大学教授 

講師 弘前大学教授 

石場商店店主 

弘前大学医学部専門 2 年 
（学法）城東学園弘前調理師 
専門学校長 
職場で働く婦人 

（第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 昭和56年（1981年） 4 月1日（492号） ⑥ 

青
森
県
住
宅

供
給
公
社
で
は
、
 

昭
和
五
十
六
年

度
に
広
田
団
地

に
建
設
す
る
分

譲
住
宅
の
購
入

者
を
募
集
し
ま

す
。
 

住
宅
金
融
公

庫
融
資
つ
き
の

分
譲
住
宅
で
、
 

募
集
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

ロ
受
付
期
間

四
月
二
十
四
日
 

（
金
）
か
ら
四

月
三
十
日
（
木
 

）
ま
で
 

ロ
受
付
場
所

市
都
市
計
画
課
 

募集戸数 

面 	積 

譲渡予定価額 住宅金融公庫融資金 自己負担金 

土 	地 建 	物 

20戸 
っ
］
 
 

!m
 

5
  

6
 
4
 
2
 
0
 

 

77.35m’ 
2
 
1
0
 

 

円
 

6
0
 

 
4
 

千
 

,
0
 

 

千円 

6, 500 

千円 
5,610 

1 
7,560 

（
廿⑩
一
二
 
一

一
番
‘
内
線
二
三
二
番
）
 

ロ
引
渡
時
期
 
今
年
十

一
月

の
予
定
 

譲
渡
予
定
価
額
は
、
建
物
の

床
面
積
平
均
七
七

‘
三
五
平
方
 

H
で
計
算
し
た
概
算
額
で
あ
り
、
 

精
算
の
結

果
変
更
に
な
り

ま

す
。
 

自
由
設
計
は
、
従
来
の
建
売

形
式
で
は
な
く
、
申
込
者
が
自

由
に
設
計
で

き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
公
社
の
用
意
し
た
標
準
設
計
 

型
か
ら
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。
 

ロ
お
間
合
わ
せ
 

県
住
宅
供
給
公
社
か
市
都
市

計
画
課

へ
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
（
青

森
市
長
島
二
丁
目
一
番
二
号
、
 

O
〇
一
七
七
⑩
一
六
二
五
番

）
 

第 33 回婦人週間 

青 森 県 婦 人 会 議 
参加者 どなたでもご自由にご参加下さい。 

従来の固定的な男女の役割分担に対する態度をか 

えて、あらゆる分野で男女が共にその役割と責任 

を果していくためにはどうしたらよいかをみんな 

で話し合いましょう。 

入場料 無 料 

その他 昼食は各自ご用意下さい。 

主 催 青森婦人少年室・青森労働基準局 

青森県・青森県教育委員会 

弘 前市・青森県選挙管理委員会 

連絡先 青森婦人少年室 

（廿0177一4シー 1033) 
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年
金
め
は
声
レ
 

その4① 

国
民
年
金
の
加
入
の
対
象

と
な
る
人
 

国
民
年
金
に
は
、

必
ず
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 
「
 

強
制
加
入
」
と
、
本
人
の
希

望
で
加
入
す
る
「
任
意
加
入
 

」
 
と
があ
り
ま
す
。
 

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
（
強
制
加
入
）
 

ほ
か
の
年
金
制
度
に
入
っ

て
い
な
い
二
十
歳
か
ら
五
十

九
歳
ま
で
の
人
は
、
当
然
加
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
現

在
、
 ー
カ
月
分
が
三
、
七
七
〇

円
で
す
が
、
今
年
の
四
月
か
ら
 

ー
カ
月
分
が
四
、
五
〇
〇
円
に

変
わ
り
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
老
齢
年
金
の
受
給

者
が
増
え
続
け
て
い
く
の
と
、
 

年
金
額
が
物
価
上
昇
な
ど
に
合

わ
せ
て
毎
年
増
額
さ
れ
て
い
く

た
め
に
、
給
付
の
不
足
分
を
補

う
国
の
負
担
額
も
増
え
、
被
保

険
者
の
保
険
料
負
担
額
も
増
え

て
い
く
た
め
で
す
。
 

国
民
年
金
で
は
、
年
金
給
付
 
 

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
う
ち
、
「
強
制
加
入
」
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
は
、
 

次
の
（
「
W
「
］)
 

‘
ウ
ヘ
 
コ
」
ト

③
に
該
当
 

J
l
 

イ
ー
 

す
る
人
で
す
。
 

男
で
も
女
で
も
経
営
者
で

も
無
職
の
人
で
も
、
 一
人
一

人
が
皆
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
 

収
入
が
少
な
い
場
合
は
、
 

申
請
す
れ
ば
保
険
料
は
免
除
 

額
の
三
分
の
ー
が
国
庫
補
助
さ

れ
て
お
り
、
加
入
期
間
の
短
縮

に
よ
る
特
別
加
算
部
分
に

つ
い

て
は
、
さ
ら
に
手
厚
い
国
庫
補

助
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
で
も
改
正
後
の
年
金
を
ま
か

な
う
た
め
に
必
要
な
保
険
料
は

八
、
〇
〇
〇
円
程
度
に
な
り
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
保
険

料
の
額
が
改
正
さ
れ
ま
す
が
、
 

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
四
月
中
に
五
十
六
年
 
 

さ
れ
ま
す
。
 

①
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま

で
の
日
本
国
民
 

昭
和
三
＋
六
年
四
月
一
日

に
五
十
歳
未
満
の
人

（
明

治
四
十
四
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
）
 

険
 
者
 
②「
結
 

所
の
あ
る
人
 

③
次
の
⑦

、
③
の
ど
れ
に
も

該
当
し
て
い
な
い
人
 

⑦
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
な

ど
の
被
用
者
年
金
制
度
の

加
入
者
と
そ
の
奥
さ
ん

①
公
的
年
金
や
恩
給
を
受
け
 

度
保
険
料

一
年
分
を
前
納
し
ま

す
と
、
定
額
保
険
料
で

一
、
三

〇
〇
円
、
付
加
保
険
料
で

一
、
 

四
二
〇
円
割
り
引
き
に
な
り
ま

す
。
 

所
得
税
の
確

定
申
告
の
受
付

は
、
三
月
＋
」
ハ

日
で
終
わ
り
ま

し
た
が
、
申
告

書
を
提
出
し
た

後
で
、
計
算
や

内
容
に
間
違
い

が
あ
る
こ
と
に

気
付
い
た
人
は

お
り
ま
せ
ん
か
。
 

確
定
申
告
が
 
 

る
こ
と
の
で
き
る
人
と
そ

の
奥
さ
ん
 

⑤
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の

議
員
と
そ
の
奥
さ
ん
 

③
昼
間
部
の
大
学
生
 

（
注）
被
用
者
年
金
制
度

と
は
①
厚
生
年
金
保
険
②
船

員
保
険
③
恩
給
④
国
家
公
務

員
共
済
組
合
⑤
地
方
公
務
員

等
共
済
組
合
⑥
私
立
学
校
教

職
員
共
済
組
合
⑦
公
共
企
業

体
職
員
等
共
済
組
合
⑧
農
林

漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
⑨

国
会
議
員
互
助
年
金
を
言
い

ま
す
。
 

間
違
っ
て
い
た
と
き
は
す
ぐ
に
、
 

「修
正
申
告
」
や

「
更
正
の
請

求
」
を
し
て
正
し
い
金
額
に
訂

正
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て

い
た
と
き
は
、
申
告
期
限
後
で
 

も
申
告
す
る

こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
早

め
に
ど
う
ぞ
 

“
【
 

な
お
、
詳
 

し
く
は
、
最

寄
り
の
税
務

署
や
税
務
相

談
室
（
分室

へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
 

四
月
か
ら
国
民
年
金
の
 

保
険
料
が

改
正
 

確定申告が 

間違っていたときは 

!
 

排水施設使用料の納付は 
市では、昭和54年10月分から「排水施設使用料」の口

座振替を実施しております。 

申し込みされる方は、利用している金融機関か市下水

道課で手続きをして卜さい。 

ロ申込み手続き 

最近の「排水施設使用料領収書」、「預金通帳」、「届出

印」をお持ちになるだけですみます。 

ロ取扱い指定金融機関 

青森銀行五所川原支店、青森銀行広田支店、津軽信用

金庫五所川原支店、東奥信用金庫五所川原支店、みちの

く銀行五所川原支店、青森県信用組合五所川原支店、五

所川原市農業協同組合本所、同栄支所、同松島支所、栄

村農業協同組合、松島村第一農業協同組合 

便利な口座振替で 

く
る

み
園

に
チ
リ
紙

贈
る
 

市
内
沖
飯
詰
、
沖
飯
詰
カ
ラ
ォ
ケ
愛
好
会
 
早
口

川
繁
春
代
表
・
会
員
I
五
人
）
は
三
月
六
日
、
養

護
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み
園
」
 
の
お年
寄
り
に
役

立
て
て
下
さ
い
と
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ぺ
t
パ
ー
百
五

十
個
を
寄
贈
、
土
岐
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
に
目

録
で
託
し
ま
し
た
。
 

沖
飯
詰
力
ラ
オ
ケ
愛
好
会
 



一
 

,
 

 
一
 

サ
ラ
リ
ー
 
こ
の

よ
う
に

源
泉
徴

収
さ

マ
ン
の
給
料
 
れ

た
所
得

税
の
一
年
間
の
合

や
ボ

ー
ナ

ス
 
計

額
は
、
①
結

婚
や
出
産
、
 

に
は
、
所
得
 

就
職
な
ど

で
扶
養
親
族
の
数
 

税
が
か
か
り
ま
す
が
、

こ
の
 
が

変
わ
っ

た
り
②
生
命
保
険

税
金
は
、

給
料
や
ボ

ー
ナ

ス
 
料

や
損
害

保
険
料

の
控
除
が
、
 

を
受
け
取
る
と
き
に

源
泉
徴
 
毎

月
の
給
料
や
ボ

ー
ナ
ス
の
 

難
m
 サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
税
金
 」
繊
 

源
泉
徴
収
さ
れ

る
税
金
は
、
 

に
は
控
除
さ
れ

て
い
な
い

な

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
必
要
経
費
 
ど

の
た
め
に

年
税
額

と
は
必
 

ョ
 

税 

の
要
素
を

持

つ
給
与
所
得

控

除
や
配
偶
者
控
除
、

扶
養
控

除
、
基
礎
控

除
な
ど

を
織
り

込
ん
で
作
ら
れ
て
い
る
源
泉

徴
収
税
額

表
に
よ
っ

て
計
算

さ
れ
ま
す
。
 

丁
 

ず
し
も
一
致
し

ま
せ
ん
。
 

こ
の
た
め
、

そ
の
年
最

後

に
給
与

の
支
払
い
を

受
け
る

と
き
、
年
税
額

と
の
過
不

足

額
を
精
算
す
る
た
め
に
、

年

末
調
整
を

行
い
ま
す
。
 

記 

後 

編 

集 

（第 3種郵便物認可） 

ロ
統
一

標
語
 

「あ
な
た
で

す
 
火
事
を

出
 

す
の
も
防
ぐ

の
も
」
 

ロ
実
施

期
間
 

地
方
公
共
団
体
手

数
料
令
の

一
部
改
正
に

伴
い
、

四
月
一
日

か
ら
手
数
料
が

次
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
 

市
民
課
扱

い
 

〇
主
要
食

糧
小
売
販
売
業

者
に

対
す
る

購
入
量
割
当
手

数
料

三
百
五
十

円
 

〇
旅
行
証
明

書
交
付
手
数
料

六
十
円
 

〇
転
出
証

明
書
交
付
手
数
料
 
 

四
月
十
日

（
金
）
か
ら
四
月
 

十
六

日
（
木

）
ま
で
 

ロ
重
点
目

標
 

①
身
体
不
自
由

者
等
を

中
心
 

百
二
十
円
 

o

米
飯
提
供
業

者
登
録

手
数
料

千
八
百
円
 

o

米
飯
提
供
業

者
登
録

更
新
手

数
料
 
千

円
 

と
し
た
焼
死
防
止
対
策

の
徹
底

②
防

火
管
理
体
制
の

確
立
 

③
ガ

ス
漏
れ
火
災
発
生
防
止

対
策

の
推
進
 

④
異
常
乾
燥
時

及
び
強
風
時

の
火
災
発
生
防
止
対
策
の
推
進

ロ
実
施
計

画
 

五
所
川
原
地
区
消
防
事
務
組

合
で

は
、
四
月
九
日
に
ポ
ン
プ

自
動
車

と
広
報
車
に

よ
る
防
火
 

パ
レ
ー
ド
を
行
う
ほ
か
、

十
日

に
は
、
各
消
防

団
が
防
火
パ
レ
 

ー
ド
を
実
施
し
ま
す
。
 

ま
た
、

期
間
中
は
、

毎
日
午
 

〇
米
飯
提
供
業

者
登
録
票
書

換

え
交
付
手

数
料
 
六
百
円

建
設
課
扱
い
 

〇
優
良
宅
地

造
成
認

定
申
請
手

数
料
 
三

万
五
千

円
 

o

優
良
住
宅
新
築
認

定
申
請
手

数
料
 

面
積
に

応
じ

て
、
一
一

千
円
か
ら
一
万
六
千

円
ま
で

農
林
課
扱
い
 
 

後
一
時

と
午
後
八
時

に
広
報
車

に
よ
る
防
火
宣
伝
を

行
う
ほ
か
、
 

防
火
対
象
物
、

危
険
物

施
設

の

立
入
検
査
、

一
日
婦
人
消
防
官
、
 

独
り
暮
ら
し
老

人
家
庭
の
合

同

査
察
、
市
民
消
火

訓
練
等
を

計

画
し

て
い
ま
す
。
 

な
お
、

百
貨
店
、

防
火
対

象

物
施
設
等
で

は
、
そ
れ
ぞ

れ
の

消
防
計

画
に
基
づ

き
自
主

訓
練

を
実
施
し
、

防
火
管
理
体

制
の

強
化
を
図
っ

て
下
さ
い
。
 

避
難
・
救

助
訓
練
 

ロ
と
き
 

四
月
十
二
日
（
日
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
み
ど
り
町
県

営

住
宅
 

こ
の
日
は
、

消
火
器
に

よ
る

消
火
実

験
も
行
い
ま
す
。
 

〇
米
穀
と
う
精
業

者
登
録

手
数
 

料
 
三
千
六
百

円
 

〇
米
穀
と
う
精
業

者
登
録
票
書
 

こ
れ
ま
で
県
で
行
っ

て
い
た

次
の
事
務
は
、

四
月
一
日
か

ら

市
の
そ
れ
ぞ

れ
の
課
で
取
り
扱

う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

換
え
交

付
手
数
料
 
六

百
円

な
お
、

詳
し
い
こ

と
は
、

そ

れ
ぞ
れ
の
課
に
お

問
い

Aロ
わ
せ

下
さ

い
。
 

有
害
鳥
獣
の
駆
除
の
許
可

に
関
す
る
事
務
 
農

林
課
 

米
穀
小
売
販
売
業
者
の
登

録
の
更
新
に
関

す
る
事
務

市
民
課
 

な
お
、

米
穀
小
売

販
売
業

者

の
登
録
更
新

の
申
請
に

は
、
三

千
三
百
円
の
手
数
料
が

必
要
で

す
。
 

広
報

「
ご
し
ょ
が
わ
ら
」
四

月
一
日
号
を
お

届
け
し

ま
す
。
 

お
子
さ
ん

の
ご
入
学
・
ご

進

学
、
そ
れ
に

引
っ
越
し
等
で

な

に
か
と
気
ぜ
わ

し
い
昨
日
、

今

日
で
す
が
、

春
の
火
災
、

交
通

事
故
等
に

は
十
分

気
を

つ
け
て

下
さ

い
。
 

広
報
紙
に
対
し

て
ご
意
見
、
 

ご
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮

な
く
市
総
務
課

・
広
報
係
（
。
 

⑩
二
一
一
一
番

・
内
線
三

二
三

番
）
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

は
が
き
で
も
結
構
で

す
。
 

一
日
か

ら
手
数
料
が

変
更
 

転
出
証
明
書
は
百
二
十
円
 

十
日
か
ら
春
の
火
災
予
防
運
動
 

市
民
ぐ

る
み
で

防
火
対
策
を
 

事
務

取
り
扱
い

の
変

更
 

.
 ,
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
こ
協
力
下
さ
い
 


	001
	002
	003
	004
	005
	006
	007
	008

